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物 理 化 学 の 進 歩Vol.18No.5(1944))
日本 物理化 學.研.究會規 則摘要
, (主として會譲に關するもの)
第 二 悚 本曾ハ物斑化肇昌闘スル孥衛的研党 ヲ獎勵シ其ノ發逵 ヲ冒 り將來菁図二於ケル獅酬的化學工藁
ノ樹立助成ヲ以テ目的 トス
第 三 條 本曾ハ前椽ノ目的建成ノ2｣左ノ事業 ヲ行フ 仲 略)三 ・曾結L物 理化學の遡歩■及ヒ〃 歌丈
號ノ刊行
第 五 條 倉員ハaｫ理化學ノuse=従事スルモノ又ハソノ遘歩登逵昌闘心 ヲ有スル個人又ハ翩彊 トス
細期第一嫌 會誌L物理化撃の蓮歩■ハ左記内容ヲ有 スルモノ トス ー.原瓢又ハ諭髭 二.紹 介又




細則節三榛 會踏L姻 化學の逾が ハ倉員昌配布シ且ツ物理化學知識普及ノ目的 ヲ以テ之 ヲ鼓質ス
細則第六條 會費ハーケ年金五踵 トス 但シ本倉費ハ倉誌L艪理化學の遒歩「刊行費二充ツルモノ ト
ス 噛
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物 理 化 学 の 進 歩Vol.18No.5(1944))
=窄
默 日本化學研究 編纂 幹邸 博士 眞 島 利 行
規 格B6版 ・八tイ ト横 飢 ・毎 號.0頁 内 外鳶
日本 化學總 覽 は我 が國 に於 て戮 表 せ る理 ・工 ・醫 ・藥 ・農 の諸學 術方面 に亙 る
雜誌 ・報告 書 ・特 許 公報 等約600租の原報 よh化 學 關 係 の業績 は總 て迅速 に要點
を抄録報 導 す。一 讀 よ く本邦 化學 關係研 究 の報 告 及特 許等 の内容 を容 易且つ最 も
經 濟 的 に知 悉 し得べ く、研究 家 、實際 家竝 に擬 明家 の研 究工 夫 に稗 盆 す る處尠 か
らざるぺ し。毎 卷 完 秦 な る 「著 者 名 及蔀物 索 引」 を附 す、本 總覽 の活用r必 要缺
くべ か ら ざる もの に して 、蓋 し本誌 の一太特 色 とす。 内 客 見 本 逃 呈
會員 月刊雜誌"日 奉化學總覽"は 本會會員に配布す。入會御希望の方は学ケ5F.分以
略規.トのateを添へて直接本會に中込まれた し。
通常會員の禽喪一ウ年分(甫納の・h217i.'i}納rの次の如し(索引配anll町
待望の 日 本 化 學 總 臨 完備す
第 一 集 第壹卷 第七卷 明治】0年よ り大d?15年まで50年間(7册)
本邦に於て研究發漿せる化學及關係學術の文獻及び發明者 苫心の減果陀る特許(特 許番
號¥n、1よ り果録)の 内穽を拔萃 して集載せる ものな り
第 集 第 壹 卷 一第 十 五 卷(151昭 和元年以後の文獻を抄録楽
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物 理 化 学 の 進 歩Vol.18No.5(1944)
會 告
最近の諸情勢特 に翔紙不足及び印刷遲延に依 り、並びに 日
本 出版會の要請 もあb本 誌刊行 に關 し次 の如 く變 更 しま汐か
ら御 諒承下.さい。
L本 誌 第5輯 を第5,6輯(合併號)と し ます。"r.Pち第18卷は
第1輯,第2輒 鶲 蝦 及び本第漸 の4覦 なhます。
2・我が國 に於け る物理化學研究の抄録(歐交)に就て、
(イ)iB:Cの最後に掲載豫定 の分 は印刷 の都合上遲延 し
ましたので別册(本第5輯 附録)として後 よ り別迭 します。
(ロ)上記の分を以て中止 します。
3.第18卷の總 目…欠は上n.の別冊 に附 します。從つて製本は.
次 囘別册迭附後 に されたい・
4・合 併號刊行 よ り盆す る用紙の餘裕は≡欠卷(第19卷第1輯)
塔降分i一'6Sて内容充實 に努 め るこ とにします。
昭 和19年12月
?
?
「物理化學の進歩」.繞輯
